
６学年社会科指導案 

亀山市川崎小学校 
 
１ 題材名  北伊勢飛行場 
 
２ 目標 
  ・北伊勢飛行場の歴史について関心を持ち、意欲的に資料を調べたり、話を聞いたりして考え

ることができる。 
  ・北伊勢飛行場の変遷を知り、日本の戦況が厳しくなっていったことと結びつけて考えること

ができる。 
  ・資料からわかったことや聞き取ったこと、調べたこと、自分の考えを、分かりやすくまとめ

ることができる。 
 
３ 指導について 
   １５年戦争当時、川崎地区には北伊勢飛行場及び明野陸軍飛行学校北伊勢分教所があった。

現在の川崎小学校は、その跡地に建っており、子どもたちは門扉、噴水池、士官候補者卒業記

念石碑等現存する遺物を目で見たり、家族など身近な人から当時の様子を聞き取ったりするこ

とができる。 
北伊勢飛行場の変遷は、日本の戦況悪化と重なり、敗戦にいたる状況を身近なところから理

解させるのに有効な素材であると考え、教材化した。 
 

４ 指導計画（全２時間） 
・北伊勢飛行場についての聞き取り（１時間） 
・北伊勢飛行場と厳しくなる戦況（１時間）･･･本時 
 

５ 本時の指導 
（１） 目標 
  ・北伊勢飛行場の様子や役目の変化を知り、戦争が厳しくなっていったことと結びつけて考え

ることができる。 
（２） 準備物 

・パソコン  ･大型テレビ  ・プロジェクター  ・スクリーン   
・昭和 16 年７月製作の士官候補者卒業記念石碑の写真 
・1947 年の能褒野地区航空写真（国土地理院 ＨＰより） 
・北伊勢飛行場の格納庫内の飛行機の写真（歴史博物館提供） 
・北伊勢飛行場でト号整備が済んだ飛行機の写真（歴史博物館提供） 
・「護れ太平洋要図」（194１年 8 月 20 日大阪毎日新聞社発行）（歴史博物館提供） 
・「加藤秀茂日記」（歴史博物館提供） 
・アメリカ軍爆撃目標地図（1945 年 6 月「三重の戦争遺跡」より） 

  ・「三重の戦争遺跡」（ｐ58～ｐ60）抜粋資料 
・日本文教出版 小学社会６年上ｐ120『日本本土にせまる連合軍（1942～45 年）』 
・日本の戦況の変化をまとめた自作年表 

管理者
コメント
地域学習支援事業開始に伴い、学校現場へできる支援の一つとして、地域の歴史文化素材の教材化を取り上げた。そこで、地域学習支援事業推進員の協力を得、「北伊勢飛行場」を教材化することとした。

管理者
コメント
子どもたちの学んでいる学校は、第2次世界大戦を学ぶ上で貴重な歴史的遺産の一部である。
　戦争中のくらしを学習させる中で北伊勢飛行場を抜いては考えられなかったので、北伊勢飛行場をどのようなねらいで学習に取り入れることができるか。そのためにどのような資料があるとよいか、6年生の担任とともに検討をスタートした。

管理者
コメント
飛行場で出されていた食事の材料は地域とのかかわりがあっただろう。そんなことがわかる資料がないか、先生の方から要望があった。

管理者
コメント
古写真から、戦争当時の学校生活や服装を見ることができることを学芸員からアドバイスした。

管理者
コメント
川崎小学校にある資料を探したところ、「学校沿革史」「兵舎の写真」「鉄兜」「学校そのもの」などがあった。川崎小学校の鉄兜は、星マークがあり、陸軍のものであることを学芸員が解説した。

管理者
コメント
「学校沿革史」には、「高等2年担任　宮崎良一　昭和19年5月15日召集令状接受」と記されており、先生が出征していったことがわかる。

管理者
コメント
「学校沿革史」には、「昭和21年2月6日、7日学校移転　元北伊勢飛行場ノ建物、一時借用許可ヲ申請シ旧校舎ヨリ移転ス」と記されており、兵舎を校舎として使ったことが確認できた。

管理者
コメント
子どもたちの聞き取り調査で家庭から提供された資料について、授業での活用を検討した。

管理者
コメント
北伊勢飛行場が特攻の中継地としての飛行場であったことは指導者も初めて知る内容であった。

管理者
コメント
1947年の能褒野地区航空写真は国土地理院のＨＰより見られることを紹介した。



指導過程（４５分） 
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 資 料 

１ 北伊勢飛行場について確認

する。 
  ・位置 
  ・広さ 
  ・川崎小学校がその跡地の

一部に建っていること 
 
２ 北伊勢飛行場の役目の変化

を知る。 
  ・訓練学校としての飛行場 
  ・実戦部隊としての飛行場 
  ・特攻の中継地としての飛

行場 
 
３ 本時の課題をつかむ。 
 
 
４ 課題について考え、発表す

る。 
・戦争が厳しくなった。 
・日本本土への空襲が行わ

れるようになった。 
・亀山にもアメリカ軍の飛

行機が飛んできていた。 
・十分な訓練をしないで実

戦に出た。 
  ・日本の領土が狭くなって

いった。 
  
５ 亀山市歴史博物館学芸員の

話を聞く。 
  ・爆撃に備え偽装のため、

格納庫の屋根にペンキの

代用として柿渋を塗った

ことを紹介する。 
 
６ 本時の学習をまとめ、感想

を書く。 

 
 
 
・運動場の広さと比較することでその広さ

を実感させる。 
・現存する遺物を思い起こさせる。 
 
 
・「三重の戦争遺跡」（ｐ58～ｐ60）より抜

粋した資料からその役目を読み取らせる。 
・役目の変化を年表にまとめる。 
 
 
 
 
 
 
・資料に基づいて自分の考えをまとめさせ

る。 
・２つの年表を比較することで、戦況の悪

化によって、北伊勢飛行場の役目が変わっ

ていったことに気づかせる。 
 
 
 
 
・年代によって違う日本領土の範囲から、

拡大した領土が失われていったことに気づ

かせる。 
 
・柿渋を塗った日記の表紙から、偽装する

ために適切な色であることに気づかせる。 
・歴史博物館では、加藤秀繁日記の他に当

時の新聞記事やくらしの様子がわかるもの

を大切に保管していることを伝える。 

・１９４７年の能褒野地

区航空写真 
・昭和１６年７月 士官

候補者卒業記念の石碑 
（門扉・噴水池） 
 
 
・「三重の戦争遺跡」の

抜粋資料 
・格納庫内の飛行機の写

真 
・ト号整備が済んだ飛行

機の写真 
・地域の人から聞き取っ

た出撃した兵隊の話 
 
 
 
 
・日本の戦況の変化をま

とめた自作年表 
・学習活動２でまとめた

年表 
・アメリカ軍爆撃目標地

図 
 
・『日本本土にせまる連

合軍（1942～45 年）』 
 
 
・加藤秀繁日記 
 
・「護れ太平洋要図」 
 

 
 

北伊勢飛行場の役目が変わっていったわけを考えよう。

管理者
コメント
北伊勢飛行場の広さは川崎小学校の運動場約３３００倍の広さだった。

管理者
コメント
北伊勢飛行場が特攻の中継地としての役目を果たしていたということが確かめられる資料が「三重の戦争遺跡」の他にないか検討した。「知覧からの手紙」という本を学芸員が紹介した。

管理者
コメント
1941年　訓練学校の飛行場
1944年　実戦部隊としての飛行場
1945年　特攻隊の中継地点としての飛行場

管理者
コメント
予想される児童の考え
・どんどん戦力不足になったから訓練だけでなく実践でも使えるようにしたいから。
・このままでは、戦争に勝てないと思ったから。

管理者
コメント
柿渋を塗った「加藤秀繁日記」を提示し、防虫効果や格納庫の屋根を目立たせなくする効果を確かめられるので、実物を見せることにした。
予想される児童の反応
・柿といったらオレンジ色のイメージがわくけど、実際は茶色だった。
・柿渋はあまり目立たないいので、ペンキの代わりにいいんだなあ。

管理者
コメント
辺法寺にあった柿渋屋さんの日記に「昭和19年の初めのころに貯蔵庫にあった柿渋を全部軍隊に売った。」と書いてあり、北伊勢飛行場の格納庫の屋根に塗るペンキの代用品として使われたことを学芸員から提示した。
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/MinzokuHP/jirei/bunrui4/data4-3/index4_3_8.htm



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本授業実施後、子どもたちから次のような感想が寄せられた。 
・自分の住んでいるところの近くに戦争に関係することがこんなにあるなんてびっくりした。 
・飛行学校から実戦部隊に編成されたことにびっくりした。それぐらい日本は追いつめられてい

たんだなあと思いました。 
・むかし、この小学校に自分の家よりもっともっと大きい飛行場や飛行機をしまうところがあっ

たことを知りました。運動場にむかしのものが落ちていないかと見てみたけど、何もありませ

んでした。見つからないほど前だったんだと思いました。 
・今回の授業で渋柿や掩体という言葉を始めて知りました。掩体の写真を見て、自分の住んでい

る地域の歴史を学習する機会はあまりないのでよかったなあと思いました。 
・友だちと北伊勢飛行場の跡が残っているところを見に行きました。「まだこんな遺跡みたいな

ものが残っているんだ。」と思いました。 


